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廃棄物によ る ヒ ラタ ケの生産  

楠本 一哉， 棟木 豊秋， 今村 英市， 高蹄善次郎  

h（山耶佑on廿f Pleuro血阜巾醇加地加島from（コellnl（峠i亡W■包有t鴨  
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appreciablThigherthanordinaryyieldfrompine与aWduBt・   

ヒラタケは湿布地方に広く分布し，木材組成のセルローズとリグニン巷同時に分解するキノコ  

で，我国では形態や風味がシメ割こ類似しているため古くより食用と革れている・一掛こ生理的に  

木材を唯一の柴蟄聴とする食用キノコ頼の培養には，従来から相木特許法や鋸屑培養法が代表的に  

行われている．しかし，両者ともキノコ類に共通した樹種選択性によって，栽培用の慮木は目的の  

キノコ托それぞれ適応した樹種を選択する必要がある．また最近の原木入手難や森林資源保護の見  

地から考察して，将来適当な培地の開発が必要になると考えられる・   

前報l）でヒラタケの栄養要求性について検討した結果，セルローズを資化し，千束体形成を行な  

うこと右認めたので，本朝では炭水化物廃棄物による千乗体形成について検討し，上記樹種選択性  

を克服するとともに転属培養に比較して良好な収量思得て，廃棄物再利用による食用キノコの培養  

の可髄性を示唆した・  

実＝詮方法   

ヒラタケPl色町o仙川与加且tu8〔Fr〕伽卓1の保存培地を松鋸屑100g†米糠加乱水道水鮨Oml巻  

舌む培地に移植し，肝亡で丑0日間培養したものを穂菌とした・   

稲ワラは約5亡m軋細切し，モミガラはそのまま，舐類は約乱打ハこ切断し，それぞれ培地の主材  

とした．齢0血抽広口ビンまたは木箱〔60）く亜XlO亡m〕巷培養容器とし，それぞれ500gまたは1曲者  

の培地を充てんし，培畢期間中の水分の素敵と雑菌汚染巷肪ぐためポリエステル■シートで覆い，  

1到〕OCで30分または亜㊥間高圧故菌して冷却按摩薗を接種した・   

茹～300Cで2古日間培養すると．菌糸は培地全面を環うので，この時シートを除却し．必要があれ  

ば散水し，即OC以下で子尭体の形成を促した．約5～TE】で原基が誘導され，3山5日壊茸傘の  

径が1人増．5亡mに成長した時，採集秤畳した．  

実験結果および草葉   

ヒラタケおよび稲ワラの一般的成分を表1忙示す．ヒラタケ子実体は乾物として比較的多畳の粗  

蛋白，灰分屋台み，堵掛こあたってはそれら曲給源個存在が要求される一方稲ワラに含まれる租蛋  

白．灰分，無窒素物は鋸屑忙比較して，それぞれ8．70，1．5倍且を示し，ヒラタケの柴笹廟とい  

う点では従来の樹木による培養に此蹄し有利でぁろうと考えられた．米塙は垂菜源としてすぐれて  

缶詰時報一砧，75（1976）に拍職したセルローズ牡鹿乗物忙よるヒラ卦ケ酔生産   
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原義物肛よるヒラタケ曲塊産  ヱ7  

いる軌同時旺サイアミンや炭水化物らの強化の効果もあるので，これを添加することによって適  

した替地組成を陶製することがで舌ると推定した．  
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NJ－胱・甲仕肥t   別．1王i 間．印   日払・．7丁   苫4．皐5   

ヘミセルロー宮中分解物キシローズやアラピノーズら5炭韓は．ヒ声涙ケ軒先養生長巷阻害する  

ので培地陶製前に稲ワ亨をアルカリ処理した，  

で野○亡で謝分間保ち水洗アルカリ右隣蓋した．  

亡曲処理忙よって表皮部即席質争着色物質由よ  

ぴへミセルローズの一部が漁出し，同時に稲ワ  

ラは軟化きれ保水性が高まり，子葉体の収量は  

増加した・礪ワチのアルカリ処理償よる子葉体  

生成畳の関係巷表牒に示す．   

奉実験で軌1囲炭散ナトリウム溶液艦よる  

処理部鞄臭が思った．しかし．熱水処理も無処  

理価ものに比較して増収した．   

従来の鋸屑培養では米廟を窒素補泊またはビ  

すなわ与細切した確ワテ巷各過度の丁ルか摘摘中  

TibIe選 定ぼ邑巳t¢f打由心血出tbfri拙弛且WWi血  

色址且1in色8Dl11也m¢m皿11血相叩＝血1d  

＊Yidd七f血iトも血F．g相和扉1舶尊慮血dil皿．  

房ミyの給源として添加している軌礪ワテ巷主原料とする場合旺軋柴盤生長尾とっては米糠の  

醇加に謝儀なくいずれも知日の培耗で完了した・しかし，原基酔誘導は米糠真の歩いものぜ早い傾  

同が見られた・千束榛の収量と米糠皇の関係は衷B忙示すように米糠丑10囲までは比例した乱そ  

れ以上添加しても収皇紀夫妻な影響はなかった・兼備無感加由場合は丑回の収鷹で蕗了した汎米  

薇昔添加した場合忙は3回の収穫巷得た，帝2回目の収且は常1回目の駒施欝苫回目の収量は常  

男回目の静弛番示した．  

T■ble8 E払出Ofri仕br且n・匂mⅡl血00myield  
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しかし，鹿掛⊂主慮科とした時は．米糠無添加皿ものは栄養生長は不良であり，子実体形成にほ  

重畳の米糠を要した．   

米糠1哨客観化した稲ワラ培地の培養経過を未4に示す．培養の経過とともにリグニン，灰乱  

∴  
亡－－  ■■■■■ヨ  
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無塵売物中台有串が増加し，脂肪，粗親牲が減少して，棉ワラ中のセルロー耳が炭素原として吸収  

消費してい暴こと右示  

した．   

ヒテ葬ケは培養中旺  

シュ申蘭巷菩揺すると  

いうT皇細ら中の報告が  

あ軋またシュ甘酸は  

ヒラタケ跡栄張塵偏適  

阻害す各のでC且塩と  

してとり除くため，培  

地忙あらかじめ酪酸カ  

ルシウム巷添加して培  

養した．  
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しかし，早来休眠皇は衷5紅示すように炭酸カルシウム申効果は謎められず．かえって多量の蹄  

加は収量の低下を示した．確ワラ忙すでに含まれているカルシウムはシュウ醸除去紅充分丑と思わ  

れる．   

ビy培養による稀ワラを主原料とした培地か  

ら助手実体収畳を盛牒償示す．種菌接粗か宙茅  

1国の収穫までに要した日数ほ野．昔日で，モの  

観11．馴敵およぴエ7．昔日旺モれぞれ帯立回，草含  

回の収模造得た．欝2回併収薗結滞1回の収  

穫由鞄，ノ弟3国府収掛ま帯丑回の鶴の収量を得  

た，ヨ回¢蹄収宜は使用した培地に対して：措．丁  

対審示した．  
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同様モミガヲを主原料とした培地からの子葉捲収且を蓋7に示す・硬薗捜聴から帯1回の収極ま  

で忙要した日数は3臥6日，帯1回から帯2回目までの日数は14．6日で囁ワラ曲場合よりも少し遅  

れ．滞空凪の収穫は罪1回曲収皇の祐，尭3回目の収穫はできなかった．総収量の培地鞋対する掛  

合は17．1頸巷示した．   

従来用いられている鋸屑による培鹿結果壷比較のため壷8旺示した．主原料荏偲崩瀾として飼育己  

同様肛丁ル丸り処理庖して加廊米軽費添加した．   

接種加ら帯1回の収穫までに要した日数ほ56．岳日で，稲ワテに比較して掛軸日蓮れ．帯昏回田聴   
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牲排熱られなかりた．綽収丑は確守  

テ培地旺よる収且昭地番示した．相  

中ヲ把よる栽培が従来の鋸屑旺よる  

方法より転培韓日戟．艦長の点です  

守れた方法で轟ると推定巷れる．   

誕虹嵩ケー腑ア虻プするた迫旺轟  

箱巷用思いた籍果，培地檻射す盈底  

魚はビン培養とほぼ一致した．しか  

も培地野調製漬親培管理は有利で通  

番．鞘収量は却．7k宮／1鴫摘蜘措  

示した．収培由一例巷図1把示す．   

為日間室温で嘩草す巷と．栄華菌  

廉lま潜地生面紅蔓延するので．、この  

時ダートをとり除尊，必要；軒あれば  

軟く表面虹散水すると，1週間加ら、  

10日由周期で子葉体の凝生が温られ  

た．原基形成の湿度は比較的軽狙で  

あって．収穫の数日前匡低温眉目が  

あると麻基が講尊書れて手鼻体整形  

成す首も薗と推定される．そ由温度  

は羞1かち1軒C附近と考ぇられる，  

しかも，1日句点低温度が重犯○亡巻起  

え各と子兎俸酔発生相伴止した．   

新聞紙葦ど祇類せ撰儲蘭とする′場  

合には、，朝ワラやモミガラ蕃主原料  

とす計隠合より私補助物質を多く故  

化す卦必要廊碩・る，敗績軋対して米  

糠を謝画商如した藩果，千束体中形  

成は旺盛であって．稲セラ培地曲壊  

盾とほとんど同甘収量右得た．   

表9は使用故窃新陳舐駐はか段ボ  

ール鞄古箱，色艶紙笹培地の主原料  

とした時饉千乗件の聴丑を比轢した  

恕由で蕗患．使用した丑種類の廃紙  
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諭   

旺よる収畳助産は経めら軋ず，いずれも良好な収畳を得ることがで善た．新聞紙を玉村とした時助  

子葉体由発生状礫握側麿1に示す．  

p払出1駄血叫tiロnOffruiトも0咄On血呵旭p訂  

要  約   

代表的な凍相席朽菌ヒ計針軒阻炭水化物牡鹿乗物忙よる埴重鎮把ついて報告した，培地として我  

国で比較的入手曲率轟な囁甲子髄ど助罪本科植物未利用部位ま尭は近年ますます増加酔債向が見ら  

れ春廉廉廃車軌克とえば使用故の新聞乱雑乱段ボール艶色轟祇などの粧杓リブ製品助廃棄  

物を利用した．若齢漕轟，稲甲声や紅顔養生材とした培地では樹種選択性巷克服す尋ととも把培地  

阻対して脚増野の膵畳巷示し，従来酔鋸屑培華結に聴宰て約1．打診跡収量痘椙た．また培養  

期間を敵地忙短蘇でき．より纏簾的牽適ることを認めたこのよう忙廃棄物巷利用したヒテ針軒曙生  
産描躍来朝韓屑軽重法旺特別な塵丑番講ず急こるなく良好な収五番得ること宙認地た．  

終旦匡．車研究忙御協力いただいた岡信子民匿感謝いたします．  
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